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Ｅａは10例中９例で減少し、左室駆出分画も増大

する傾向がみられた。しかし、Ｅａの低下が駆出

分画の増加につながならぬ例もあり、このような

例では、Ｅａ以外の他の要因が駆出分画の変化に

関与していると考えられた（図４）。

４．ＥｅｓとＥＦ：駆出分画の変化とＥｅｓとの間に

はｒ＝－０７６の有意な負の相関（ｐ＜0.05）が認

められ、心収縮`性の低下している例ほどニトロプ

ルシッドによる駆出分画の増加が大であった（図

５）。

〔結語〕

１．心血管系の弾性体結合モデルから、ニトロプ

ルシッドの左室駆出分画に及ぼす影響を心筋梗塞

例を対象として検討した。

２．ニトロプルシッドによる左室駆出分画の増加

は、最大血圧，平均血圧よりも、収縮末期圧の減

少が大きいものほど大であったことから、収縮末

期圧の後負荷としての重要,性が示唆された。

３．－方、左室駆出分画の変化には、動脈系負荷

特性(Ea)よりも左室収縮特'性(Ees)の関与が大き

く、Ｅｅｓの小さいものほど、ニトロプルシッド

により駆出分画は増大した。

以上より、心筋梗塞患者の左室駆出分画に及ぼ

す血管拡張薬の効果は、主に、個々の心室のもつ

基礎収縮力と、左室収縮末期圧の変化に規定され

る。

心筋梗塞患者の左室容積の測定は、梗塞心の多

くがasynergyを有することから、難しいという

問題がある。今回、firstpassRNA法による駆出

分画と、thermodilutionを用いた一回拍出量より

容積を算出する方法を用い、心不全治療として頻

用される血管拡張療法がどのような要因を介して

左室駆出分画に影響するかを、心血管系の弾性体

結合モデル')を用いて検討した。

〔対象〕心筋梗塞患者１０例で、前壁中隔梗塞が５

例、下壁または後壁梗塞が５例である。

〔方法〕直接動脈圧監視下に、firstpass法によ

る左室駆出分画(EF）とthermodilutionによる一

回心拍出量(SV)測定を同時に行った。その後ニ

トロプルシッドの点滴静注により、最大血圧を約

１０ｍｍＨｇ以上、徐々に低下させ、血圧の安定を

待ってfirstpassRNAthermodilution法を再度施

行した。コントロール時およびニトロプルシッド

投与時のfirstpassRNAによるＥＦとthermodilu

tionより得られたＳＶから、以下の式のごとく心

室容積を算出した。

ＥＤＶ＝ＳＶ/EF(ＲＮＡ),ＥＳＶ＝ＥＤＶ－ＳＶ

また、収縮末期圧(ESP)として、動脈圧のdic

roticpressureを用いた。コントロール時および

降圧時の収縮末期圧容積の２点から左室の収縮末

期庄一容積直線を求め、その傾き(Ees)を左室収

縮特`性の指標とした。また、収縮末期圧一一回拍

出量関係の傾き(Ea)を、動脈系負荷特性の指標

とした（図１）。

〔結果〕

１．左室容積とＥＦ：ニトロプルシッド投与によ

り、全例で拡張末期容積は減少した。ＥＦが絶対

値で５％以上増加したものは、拡張末期容積の減

少に比し、一回拍出量の減少が少なかった（図２)。

２．圧とＥＦ：駆出分画の変化量と最大血圧，平

均血圧の低下との間には有意な関係はなかった。

これに対し、収縮末期圧の減少と駆出分画の増加

との間には、ｒ＝０７２の有意な相関（ｐ＜0.05）が

あった（図３)。

３．ＥａとＥＦ：ニトロプルシッド投与により、
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